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	第１章 総　則
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	第２条　この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。
	(1)　役員とは、理事及び監事をいう。
	(2)　常勤とは、理事のうちセンターを主たる勤務場所とし、原則として週５日勤務する者をいう。
	(3)　非常勤とは、前号以外の者をいう。
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	(7)　費用とは、職務執行に伴い発生する交通費、通勤費、旅費（宿泊費を含む）等の経費をいう。報酬とは明確に区分されるものとする。
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	（報酬等の支給）
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	じて得た額に基準日前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の区分
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